
 

提 案 書 
 

 

 

【 気軽な一時預かり      】 

◇現状・課題（困っていること、現在の施策） 

 

 

 

 

 

 

◇期待・希望 

 

 

 

 

 

 

◇提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日頃から公的施設への参加がしやすい取組み（敷居が低い場所） 

・近所の人、ママ友との交流。知り合いが増える。 

・いろいろな年代の方からのサポートが受けられるように 

 

・公的機関を預かりの場所として提供（人の家は行きにくい場合もある） 

 （くれくれ・ば、ひろひろ・ば、公民館、小学校の空き教室） 

・ファミサポを自宅ではなく公的場所でも活用（自宅 or 公的） 

・公的場所だと他の人の目もあり、子ども同士も遊べる。 

 

ファミサポを公的機関でも利用できるようにしてほしい。 

・気軽に近くに預かる場所がない。 

・近所に知り合いが少ない。 

・地域の交流の場がほしい。 

・ママ同士の交流できる場がない。 

・歩いて 10 分以内に預けられる。 

・事前の予約なしで。 

・「くれくれ・ば」「ひろひろ・ば」公民館などの積極的な参加 

テーマ 



 

提 案 書 
 

 

 

【 急な子どもの預かり     】 

◇現状・課題（困っていること、現在の施策） 

 

 

 

 

 

 

◇期待・希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆小学生 

・空き教室の利用 

・児童会の枠の拡大（一時預かり可能） 

☆公共施設 

 ・キッズスペースの増設 

 ・ボランティアやシルバーさんの見守り 

☆未就園児 

 ・保育園や幼稚園に協力してもらい受け入れてもらう 

 ・健診時に保健師さんなどに紹介してもらう 

 ・登録をする 

・小学生の一時預かり 

・公共施設での一時預かり 

・親が急病や急用事にすぐ預けられる場所 

・出産時の上の子の預かり 

☆小学生 

 ・登録していなくても、一時的に使える児童会 

 ・児童館 

☆公共施設 

 ・相談時、手続き時に見守ってくれる人とスペース 

☆未就園児 

 ・事前に登録しておいて、いつでも使える場所 

 ・紹介制度 

テーマ 
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【 子どもの預かりについて   】 

◇現状・課題（困っていること、現在の施策） 

 

 

 

 

 

 

◇期待・希望 

 

 

 

 

 

 

◇提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気軽に預ける所がない 

・自分のリフレッシュの為に預けるのは気がひける 

・親と同居していると別の預け先を探すのが、気がひける 

・よく知らない場所に預けるのは親子とも不安 

テーマ 

・「くれくれ・ば」「ひろひろ・ば」みたいな場所を各学区にひとつは欲しい。そこで預

かりも 

して欲しい。 

  10～20 畳くらい。（少しは走り回れるスペースが欲しい） 

  空きビル、空き家、自治会館などを活用 

・シニアサロン、あかちゃんサロンを合体 

・普段から親子でも遊びに行くこともでき、預ける事もできるといい。 

 預かる人は、自分の都合の良い時間で、例えばシニアの方は朝。夕方は学生など・・・ 

小学校の各学区にひとつくらい欲しい 

普段から知っていて、慣れている場所で預かって欲しい 

時間が自由に選べる（土日、早朝、夜もやってほしい）。 


